


要約：胎児・新生児の発育に伴う体組成の変化は従来から屍体分析、アイソトープを用い

た生体での分析が行われてきたが、手技が繁雑、侵襲的であり実際の臨床現場では用いら

れていない。近年,BI 法を用いた電気生理学的手法により簡便に生体の体組成を測定する

ことが可能となり、臨床応用が広がりつつある。そこで、新生児で同法が可能かどうかを

検討した。日齢 0～9の合併症のない成熟新生児で BI 法の変法を行い、体水分量、細胞内

水分量、細胞外水分量を測定した。測定結果は、従来知られている基準値に比べバラツキ

があったが、本法による新生児での測定は、今後、機器の改良、測定方法の変更により可

能であると考えられた。体組成の測定は、胎児・新生児の発育の生理的背景や病態の解明

に有力な手段となると思われた。


